
鴨川市地域公共交通会議 平成 29 年度第２回会議 

兼 鴨川市地域公共交通活性化協議会 平成 29 年度第２回会議 

会 議 録 

日時：平成 29年 10 月 13 日（金）午後２時 30分～ 

場所：鴨川市役所 ７階会議室 

１ 会長及び委員 

役職等※ 所属・職 氏 名 備  考 

会 長 鴨川市 副市長 小柴 祥司  

(副会長) 
鴨川市福祉作業所  

所長 
渡邉 榮一  

 
鴨川日東バス株式会社 

代表取締役社長 
安藤 建夫  

 
一般社団法人千葉県バス協会 

専務理事 
花﨑 幸一  

 
有限会社鴨川タクシー 

代表取締役社長 
本多 信介  

 鴨川日東バス株式会社 互助会 市川 和男  

 
国土交通省関東運輸局 千葉運輸支局 

首席運輸企画専門官 
飯塚 正芳  

 
千葉県鴨川警察署 

交通課長 
重村 大輔  

 
千葉県安房土木事務所 

鴨川出張所長 
吉野 利秋  

 
千葉県総合企画部交通計画課 

企画調整班 主事 
稲葉 晋平 

岡崎晃士 委員 

代理 

 
鴨川市校長会  

会長 
松本 俊一郎  

 
東日本旅客鉄道株式会社 

安房鴨川駅 駅長 
佐藤 力  

(監査委員) 利用者代表 小髙 好宏 公募委員 

(監査委員) 利用者代表 手塚 治代  

 利用者代表 里見 桂子  

※括弧書きの役職は鴨川市地域公共交通活性化協議会のみのもの 
 

【欠席委員】 

役職等 所属・職 氏 名 備  考 

 
小湊鐵道株式会社 

専務取締役 
久我 義範  

 

２ 事務局 

所属・職 氏 名 備  考 

鴨川市企画政策課 課長 平川 潔  

鴨川市企画政策課 主幹 大久保 孝雄  

鴨川市企画政策課 課長補佐 石井 宏子  

鴨川市企画政策課 政策推進係 係長 藤代 公貴  

鴨川市企画政策課 政策推進係 主任主事 森 和之  

 



[配布資料] 

・席次表，出席者名簿，委員名簿 

・資料１ 鴨川市公共交通の平成28年度実績について 

・資料２ 公共交通 乗り方教室の実施について 

・資料３ 鴨川市地域公共交通網形成計画の改定について 

・資料４ 新たな公共交通システムの導入に向けた調査研究業務に係る業務委託契約について 

・資料５ 新たな公共交通システムの導入に向けた調査研究業務等スケジュール（案） 

 

 

１ 開会（午後２時30分）  司会 企画政策課 平川課長 

・配布資料の確認 

・交代委員の紹介 

・欠席委員の紹介 
 

２ 会長あいさつ  小柴会長 

（要旨） 

本日は、ご多用にも関わらず、ご出席いただき感謝する。 

本日の会議では、「市内公共交通の平成 28 年度の実績」や「公共交通 乗り方教室

の実施」についての報告と、「鴨川市地域公共交通網形成計画の改定」や「新たな公

共交通システムの導入に向けた調査研究業務」の基本的な考え方やスケジュールなど

についての協議を予定している。 

詳しくは、後ほど事務局から説明があるが、忌憚のないご意見をいただきたい。 

 
 

３ 議事  議長 小柴会長 

会長を議長として進行。 

議事録署名人として、花﨑委員を指名。 

 

報告案件１ 鴨川市公共交通の平成28年度実績について 

事務局から、資料１に即して説明。 

説明後における委員等の発言は以下のとおり。 

（飯塚委員）コミュニティバスの北ルートのみ増加となっているが、要因が分かれば

教えてもらいたい。 

⇒（事務局）駅や病院付近の停留所での乗降者数が増えていることが要因として考え

られる。 

（飯塚委員）コミュニティバスを病院への移動に利用する方が増えているということ

か。 

⇒（事務局）増えている。 

 

 

 



報告案件２ 公共交通 乗り方教室の実施について 

事務局から、資料２に即して説明。 

委員からの意見等はなし。 

 

協議案件１ 計画改訂の方向性について 

事務局から、資料３に即して説明。 

資料のとおり承認された。 

説明後における委員等の発言は以下のとおり。 

（市川委員）コミュニティバスのヒアリング調査が予定されているが、どういった形

で実施予定なのか。 

⇒（事務局）実施日については調整中だが、事務局がバスに乗車し、利用者に対して

ヒアリング調査を実施予定。 

（稲葉代理）本日付で市民2,000名にアンケートを発送予定とのことだが、回収率はど

れくらいを見込んでいるのか。 

⇒（事務局）平成26年度に地域公共交通網形成計画を策定した際の同様のアンケート

の回収率が約47％であり、これに近い回答を得たいと考えている。 

（飯塚代理）「今年度中に現況値を把握整理し、目標値の見直し等を行う」とあるが、

市民アンケート等の結果を、協議会において委員への報告等のスケジュ

ールはどのように考えているか。 

⇒（事務局）市民アンケートについては、10月末までを回答期限としていることから、

次回の会議にて報告したいと考えている。また、コミュニティバス利用

者ヒアリング調査、主要施設利用者ヒアリング調査の結果についても、

同様に考えている。 

（ 会 長 ）次回の会議の開催時期は、いつ頃を予定しているのか。 

⇒（事務局）次回会議は、11月下旬から12月上旬あたりで日程調整をしたいと考えて

いる。 

（ 会 長 ）その頃には、アンケート調査の結果がまとまるということでよいか。 

⇒（事務局）よい。 

 

協議案件２ 新たな公共交通システム導入に向けた検討について 

事務局から、資料４に即して説明。 

資料のとおり承認された。 

説明後における委員等の発言は以下のとおり。 

（稲葉代理）これから調査研究を行うようだが、検討の後、導入を開始する時期とし

ては、“平成30年度から”という理解で良いか。 

⇒（事務局）次年度以降の実証運行を考えており、次年度に実証運行ということにな

れば、本格運行は、それ以降になるものと想定している。 

（稲葉代理）デマンド型ということで考えているのか。 

⇒（事務局）運行方式については、最初から限定せずに、幅広く検討していきたいと

考えている。現計画の中にも「デマンド交通」というものが例示として

記載されているが、運行費用等も考慮しつつ幅広く検討していきたい。 

 

 



協議案件３ その他 

（手塚委員）コミュニティバス(北ルート)の時刻について、コミュニティバスの９時

台の便を運行して欲しい。誕生寺付近の集落は過疎化・高齢化が進んで

いる。その集落に住んでいる方が路線バスに乗ろうとすると、国道まで

の約400mを歩かなければならず、市内線のバス停まで歩くことが難しい

らしい。 

その方から、９時台の便が復活するようダイヤ改正の要望を託されてき

た。乗り合わせのためにダイヤ改正を行ったような記憶もあるが、利用

者のニーズでもあり検討をお願いしたい。 

また、小湊からコミュニティバス(北ルート)に乗る方の多くは通院目的

で、10時台のバスでは、検査などがあると不便であるよう。周囲の方は

買い物への利用は、運賃がかかるのであまりないと言っている。 

⇒（事務局）貴重な情報・ご意見をいただき感謝する。コミュニティバスについては、

鉄道との接続や、一部スクールバスとしての機能も持たせている。そう

いったことも含めてダイヤの調整をしている。 

ただ、ダイヤについては、利用者等からの意見をいただきながら見直し

をしているので、現況を踏まえながら検討させていただきたい。また、

アンケート調査を行うので、その結果の中からも、そういった要望があ

れば、それも含めて検討していきたい。 

（手塚委員）偶然親しい方だったので、要望を聞くことが出来たが、そうでなかったら、

“不便だ”という思いが誰にも伝わらなかっただろう。高齢者は、思って

いる以上に早く、自分の思うように体が動かなくなってしまう。 

⇒（事務局）本日ご意見をいただいたので、検討していきたい。 

 

（ 事務局 ）今年度、市で事業仕分けを実施することとなった。この中で、「コミュニテ

ィバスの運行」が事業仕分けの対象となり、11月11日に行われる。事業仕

分けは公開で、この会議室を会場に行われる。関心があれば、会場または

YouTube（後日、録画映像）でご覧いただきたい。 

 

４ 閉会（午後３時30分） 

 

以上 

 

 

鴨川市附属機関等の会議の公開に関する実施要領第７条第３項及び鴨川市地域公共

交通活性化協議会会議運営規程第４条第２項の規定により会議録の内容について確認

します。 

 

平成29年11月29日 

 

  花 﨑 幸 一   


